
パッケージ支援 事例集 

府立刀根山支援学校  

テーマ：病弱支援学校におけるキャリア教育を意識した授業づくり 

概要 
令和３年度から、校内で進路指導・キャリア教育の推進を行ってきました。病気のある児童生徒の将来

の進路やキャリア形成に関する不安を少しでも軽減するため、今年度は「病弱支援学校におけるキャリア

教育を意識した授業づくり」をテーマに、学校全体でキャリア教育を意識した授業を実施しました。 

校内全体研修は、授業見学の様子を踏まえて、キャリア教育の考え方や課題についてオンデマンドで

実施しました。 

さらに、中学部の数学科の研究授業では、学んでいることが将来とどう結びついているのかが分かる

ように指導・支援を工夫しました。研究協議では、工夫したことや今後の課題について共有しました。 
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全体会 
９月 第１回校内全体研修会について 

支援教育推進室指導主事より（以下資料より抜粋） 

 

校内全体研修会は、オンデマンドで実施しました。キャリア教育について、職業教育や就職のための学

習ではなく、日常の学びが結びついて、社会で生活していく力を培う教育であることを共有しました。 

キャリア教育をとおして必要な資質・能力（基礎的・汎用的能力）の育成において、具体的な目標設定

（めざす生徒像、学校教育目標等）におけるポイントとキャリア教育を進めるに当たっての課題について

講義をしました。 

また、理科や図画工作の授業見学でも、日常の先生方の指導・支援の実践の中にキャリア教育に取

組まれていることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大阪府教育センター 
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 タブレット端末を活用して、平面図形と立体図形や線について学習を行いました。線

の違いでは、日常生活で見るものを使って学習しました。デジタル教材だけでなく、ア

ナログ教材を活用して取組みました。身近なものと関連付けて学習することで、生徒が

イメージしやすく、積極的に学習に参加することができました。 

成果 
研究協議より 

今回の研究授業していただいた授業では、キャリア教育を意識した授業づくりというテーマで研究授

業、協議をとおして、あいさつなどだけでなく、生徒が「なぜこの学習をしているのか」と考える内容でし

た。 

生徒から線の違いについての学習中に、「体育の授業で縦に並ぶ時は、線分」など発想の転換や自

発的な意見がありました。自発的な意見ができる環境であることと、教員の指導・支援の工夫によって、

既習学習と現在学んでいることを結びつけることができました、 

キャリア教育の視点を学習指導案に表記しても良かったなど今後の取組むべき課題に向けて、協議す

ることができました。 
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① 実施前 ② 実施後 

（アンケートより） 

・ キャリア教育が職業や就職に向けた授業ではないことがよく分かった。 

・ 毎日の授業の中で、キャリア教育に取り組んでいることに気がつきました。 

・ もっとキャリア教育についていろいろな話を聞くことができればよかった。 
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